
Ⅰ．はじめに

　アカヒゲErithacus komadoriは南西日本の固有種で，日本版
レッドリストでは２亜種が絶滅危惧IB類または絶滅危惧II類に
指定されている。アカヒゲが近年も繁殖していると推測されるの
は男女群島およびトカラ列島から沖縄島までの地域のみである
（関，２００８）。屋久島および種子島の標高６００m以下の照葉樹林で
は１９８０年代以前には繁殖期における観察事例が複数報告されてい
るが，確実な繁殖の記録はなく，１９９０年代以降は繁殖期の観察記
録もない（環境庁，１９８５；江口ほか，１９８９）。一方で，繁殖末期
の７月下旬以降には標高６００m以上の地域も含めて近年も観察事
例があるが，観察時期が限られ，トカラ列島で標識された当歳個
体が含まれたことから，巣立ち後や繁殖後の一時的移動の可能性
が指摘されている（Seki and Ogura，２００７；岡久ほか，２０１０）。
トカラ列島と男女群島の間に位置する屋久島と種子島がアカヒゲ
の繁殖分布に含まれるかどうかは，集団構造や移動分散過程を議
論する上で重要となる。そこで本研究では，屋久島および種子島
でのアカヒゲの繁殖期の生息状況を調査した。また，アカヒゲ以
外の種についても出現率を記録してアカヒゲが高密度で生息する
トカラ列島中之島と比較した。これにより，鳥類群集の類似性に
基づいて島ごとの生息環境と鳥類群集の形成過程の相違を考察し，
アカヒゲが繁殖している可能性を検討した。

Ⅱ．方　法

　調査は２００８年６月２４〜２６日（種子島）および２００９年６月８〜１１
日（屋久島）に行った。アカヒゲの生息状況の確認では，森林周
辺に任意に設定した調査地点で，まず２分間定点観察を行い，次
にアカヒゲのさえずりを３０秒間再生して，その２分３０秒後まで反
応の有無を記録した。調査地点は，屋久島では一湊，西部，大川，
小楊枝，安房，白谷の各林道沿いに１２５地点（標高３１〜１３４１m），
種子島では牧之峯，番屋峯，鹿之峯，千段峯，茎永の各地区の道
路沿いに１３６地点を（標高４〜２６５m；図－１），およそ２５０m間隔
で設定した。さえずりの再生方法は関（２００８）に準じた。また，
各地点で合計５分間の定点観察中に半径５０m以内に出現した鳥類
種を記録して種ごとの出現率（%）を求めた。優占度でなく出現

率を用いたのは，アカヒゲの効率的生息確認のための調査時間が
その他の種の個体数調査には不十分であったことと，ヤマガラ
Parus varius（以下，学名は表－１を参照のこと）やウグイスで
もさえずり再生音に反応したと推測される個体がいたためである。
この出現種の構成を，トカラ列島中之島北部の４２地点（標高３０〜
２７２m）で２００２年６月８〜１３日に行った同様の調査結果と比較し
た。その際，一部の島でしか出現しない種が大きな割合を占めた
ため，ファイ係数を用いた類似度の検定を行った（Zar，１９９９）。
また，種子島と中之島の調査地点がすべて照葉樹林だったのに対
し，屋久島の標高６００m（アカヒゲの繁殖期の観察記録の上限）以
上の地点では針葉樹が混交し，その地点でのみミソサザイ，コマ
ドリ，ヒガラなどが出現したため，地域間比較では屋久島の調査
地点のうち標高６００m以下の６７地点だけを用いた。

Ⅲ．結　果

　屋久島および種子島ではいずれの調査地点でもアカヒゲの生息
を確認できなかった。定点観察以外の，調査時間終了後や移動中
にも全く確認することはできなかった。
　２つの調査地で調査期間中に記録された種はそれぞれ２９種およ
び２３種で，定点観察中に記録された種については調査地点あたり
の出現率を表－１に示した。中之島も含めた３地域で出現率の上
位５種について見ると（図－２），いずれの地域もウグイス，ヒ
ヨドリが含まれていたが，残り３種は各島で異なっていた。ヤマ
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図－１．調査地点の配置
地図の濃色部分は標高６００m以上の地域を示し，最高標高は屋久島
１９３６mに対し，種子島２８２mである。灰色の丸は調査地点を示す



ガラはいずれの島でも出現率が４３%以上と高かったが，中之島で
は上位５種には含まれなかった。メジロは中之島，屋久島で出現
率５８%以上であったのに対し，種子島ではごく一部地点でしか確
認できなかった。アカヒゲ（９５%）とイイジマムシクイ （６９%）
は中之島で，キビタキ （３１%）は屋久島で，ヤブサメ（３５%）と
ホオジロ（２７%）は種子島のみで上位５種に含まれた。３地域の
鳥類の種構成をファイ係数により比較すると，いずれの組み合わ
せでもファイ係数は－０．０９４から０．１２６の値をとり，地域間で有意
な類似性は認められなかった（いずれも０．０１７<χ２<０．１０２，n.s.）。

Ⅳ．考　察

　今回の繁殖期の調査では屋久島，種子島ともにアカヒゲの生息
を確認できなかった。島の面積に対して調査期間と対象地域が限
られていたため，この結果が両地域における繁殖の可能性を否定
するものではない。しかし，アカヒゲではさえずりの再生による
生息確認は有効な手法であることがわかっており（関，２００８），
屋久島と種子島では仮に繁殖期にアカヒゲが生息するとしても，
生息密度が高くないか生息範囲が限定的であると推測される。　
　屋久島と種子島はトカラ列島に近接し，森林が少なくない島と
して，過去の少数の記録をもとにアカヒゲの繁殖地と推測され，
人為要因による個体数の減少の可能性が議論されてきた（環境庁，
１９８１）。しかし，アカヒゲの繁殖行動が活発な４〜６月の確実な
記録としては，屋久島で１９５０年の１例と１９８３年の２例，種子島で
は１９６９年の２例と１９７１，１９７５年の各１例が認められるのみで，そ
の他の記録は７月以降の観察や時期不明の伝聞に限られた
（Kuroda，１９２５；白井，１９５６；環境庁，１９７４，１９８５；江口ほか，
１９８９；中川，１９９４；沼口ほか１９９５；岡久ほか２０１０）。したがって，
過去においても屋久島，種子島でアカヒゲが高密度に生息したこ
とを示唆する記録は得られなかった。さらに，屋久島と種子島に
おける繁殖期の鳥類群集は相互に類似性が低いだけでなく，アカ

ヒゲが高密度で生息するトカラ列島中之島と比べても類似性が低
かった。このような鳥類群集の相違は，島間の距離だけでなく面
積や標高分布の影響も受けて（高木，２００９），屋久島，種子島と
トカラ列島とでは鳥類群集の形成過程や鳥類の生息に関わる環境
条件が異なっていることによると考えられ， アカヒゲの生息状況
も地史的に異なっていた可能性があると考えられた。
　本研究を行うにあたり，小倉豪，溝口文男，梶田学，濱尾章二，
岡久雄二の各氏には貴重な情報の提供を，屋久島森林環境保全セ
ンターには現地調査でのご協力をいただいた。ここに厚く御礼申
しあげる。この研究の一部は科学研究費補助金（課題番号
２１３７００３９）によって行われた。
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図－２．調査地点あたりの出現率
屋久島では照葉樹林からなる標高６００m以下の調査地点のみを比較対象とした

表－１． 調査期間中に観察された種と定点観察での出現率
出現率（%）

種子島屋久島種名
８６．０６８．０Cettia diphoneウグイス
９１．２６３．２Hypsipetes amaurotisヒヨドリ
１．５４５．６Zosterops japonicusメジロ
４３．４４１．６Parus variusヤマガラ

２７．２Ficedula narcissinaキビタキ
３４．６２３．２Urosphena squameicepsヤブサメ

１１．２Parus aterヒガラ
１０．４Troglodytes troglodytesミソサザイ
９．６Dendrocopos kizukiコゲラ

１６．２８．０Pericrocotus divaricatusサンショウクイ
７．２Garrulus glandariusカケス
５．６Erithacus akahigeコマドリ

２２．８２．４Corvus macrorhynchosハシブトガラス
５．１２．４Picus awokeraアオゲラ
１０．３１．６Streptopelia orientalisキジバト
　+１．６Columba janthinaカラスバト
２．２０．８Terpsiphone atrocaudataサンコウチョウ
　+０．８Monticola solitariusイソヒヨドリ

０．８Sphenurus formosaeズアカアオバト
２６．５　+Emberiza cioidesホオジロ
８．１　+Cisticola juncidisセッカ
６．６　+Cuculus poliocephalusホトトギス
２．２　+Passer montanusスズメ
　+　+Lanius bucephalusモズ

　+Milvus migransトビ
　+Otus lempijiオオコノハズク
　+Ninox scutulataアオバズク
　+Zoothera daumaトラツグミ
　+Motacilla cinereaキセキレイ

４．４Bambusicola thoracicusコジュケイ
　+Egretta garzettaコサギ
　+Anas poecilorhynchaカルガモ
　+Sterna sumatranaエリグロアジサシ
　+Apus pacificusアマツバメ
　+Hirundo rusticaツバメ

a）中之島 b）屋久島 c）種子島


